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•  コストや信頼性を考慮したマスカスタマイゼーションの実現
を目的としたデジタル支援 RF/ アナログ回路設計手法の研究

• 専用集積回路、FPGA、CPU、ソフトウェアなどを含めた電
子システム全体を俯瞰した各種アナログ信号処理の実現方
法の研究

• 素子特性のばらつきの統計性に着目し原子レベルの製造ばら
つきの影響を低減する、機械学習の手法を駆使した低電力低
電源電圧動作 RF/ アナログ集積回路技術の創成

• プリント基板、パッケージも含めたシステム実装形態も包含
した電子システム設計手法の研究

医療・ヘルスケア分野、スマートデバイス開発

高度デジタル技術活用による
電子システム設計基盤技術の創出
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＃集積回路 ＃デジタル支援 RF/ アナログ回路設計 ＃機械学習
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実世界に存在する対象の形のデジタルツインモデルを構
築するために、CT スキャナ、レーザースキャナ、顕微
鏡などから得られる画像や点群データを計算機上で処理
するための研究を推進しています。鉄鋼材料の構造組織
や細胞といったミクロのものから人体、土木構造物のよ
うなマクロなものまで様々な対象のデータを扱っていま
す。得られたデジタルデータは、形態解析など実物を定
量的に評価するために利用しています。最近は、インフ
ラ点検技術の伝承を目的としたデータ解析にも取り組ん
でいます。
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医療・ヘルスケア分野、製造業、インフラ管理

計測データを用いた形状モデリング技術

道川 隆士 MICHIKAWA Takashi

環境エネルギー工学専攻 准教授
共生環境デザイン学講座 環境設計情報学領域 
福田研究室
      

＃形状モデリング ＃画像処理 ＃リバースエンジニアリング ＃形態解析
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